
無 料 相 談

4月中 累計 前年累計同期比
総件数 357件 1,411件 ＋69件
死者数 1人 1人 －1人

● 国際交流・日本語教室

● 納期限のお知らせ

● 交通事故発生状況

● 水道の給水・修繕工事

とき 6/9㈰・23㈰  14：00~15：30
場所 修徳まちづくり拠点施設
問 ブランド推進課

☎︎ 41-2692 FAX 24-2474

宅地内の水道修繕  市指定給水装置工事事業者 (有料)

公道漏水やその他  お客さま総合センター  ☎︎ 24-1260
FAX 84-6021（営業時間外の公道漏水受付 ☎︎ 84-6020）

● 救急医療（夜間・休日・24時間体制）

7/1㈪まで

市（県）民税 1期、全期

・音声案内（無料） ☎ 0800-100-1199

・応急診療所（鍜冶町9）〈内科・小児科〉
☎ 21-9916 土曜夜間（19:30～21:30）、
  日曜・祝日（9:30～16:00）12：00~13：00休診
・当番医療機関  日曜・祝日（17:00～22:00）

2日・16日・30日 青木内科 ☎ 22-1111
9日・23日 桑名病院 ☎ 22-0460

年
金・税
金

名 称 とき 詳 細

年金相談 木曜（祝日、休館日を除く） 
10：00～12：00／13：00～15：00 【予約制】

場所 柿安シティホール　※自動音声案内「①」⇒「②」を押す
問 四日市年金事務所 お客様相談室 ☎︎ 059-353-5515

税務相談 第2・第3木曜 9：30～15：00 【予約制】 場所 東海税理士会桑名支部事務局  ☎︎ 24-6770

そ
の
他

名 称 とき 詳 細

若者自立就労相談 第1・2・4水曜 13：00～17：00 【予約制】 場所 消費生活相談室（市役所本庁舎地下1階） FAX 059-359-7281
問 北勢地域若者サポートステーション ☎ 059-359-7280

経営相談 月～金曜 9：00～17：00 【予約制】 場所 サンファーレ南館２階（桑名商工会議所内） ☎︎ 24-1515

不動産に関する相談 月～金曜（木曜を除く） 10：00～12：00、
13：00～16：00 【予約制】

場所 多度地区市民センター　　☎ 49-3301 FAX 49-3302
問 （公社）三重県宅地建物取引業協会桑名支部

心に病・精神に疾患
のある人の相談 火・木曜 10：00～16：00 【予約制】 場所・申込 はあぶ工房Together ☎・︎FAX  32-5216

問 障害福祉課 ☎ 24-1171 FAX 24-5812
女性相談 月～金曜 9：00～17：00 ※内容によっては要予約 場所 子ども総合センター ☎ 24-1167 FAX 24-5497

母子・父子のひとり親相談 月～金曜 8：30～17：00 ※内容によっては要予約 場所 子ども総合センター ☎ 24-1298 FAX 24-5497
青少年相談 月～金曜 9：00～15：00【予約制】 場所 生涯学習課 ☎ 24-1245 FAX 24-1355
ひきこもり相談 月～金曜（祝日を除く） 8：30～17：15 場所 福祉支援室 ☎︎ 24-7440 FAX 24-1457

・くわな健康・医療相談ダイヤル24
☎ 0120-149-107

（令和6年4月30日現在）

※警察統計に基づく暫定数

・救急医療情報センター ☎ 059-229-1199

福
祉

名 称 とき 詳 細

生活更生相談 第2・第4木曜 9：00～15：00 対象 身体障害者、家族の人　　　　　☎・︎ FAX  22-5003
場所 在宅障害者デイサービス事務所（総合福祉会館内） 

福祉総合相談
火～日曜、祝日の月曜 9：00～17：00 場所 福祉なんでも相談センター ☎︎ 41-2114 FAX 41-2174
月～金曜（祝日を除く） 8：30～17：15 場所 多度福祉なんでも相談センター ☎︎ 49-2031 FAX 49-2533
月～金曜（祝日を除く） 8：30～17：15 場所 長島福祉なんでも相談センター ☎︎ 42-2119 FAX 41-0515

精神保健福祉相談 6/19㈬13：30～15：30【予約制】 場所 桑名保健所 ☎︎ 24-3620 FAX 24-3692
生活困窮者相談 月～金曜（祝日を除く） 8：30～17：15 場所 福祉支援室 ☎︎ 24-1456 FAX 24-1457

行
政
・
法
律
・
市
民
相
談

名 称 とき 詳 細
弁護士の交通事故相談 第1火曜 9：00～12：00 【予約制・前日まで】 
弁護士の法律相談 【予約制】予約日の8：30～電話予約(毎回5人)

①予約日：第１水曜 → 相談日：第2火曜
②予約日：第3水曜 → 相談日：第4火曜
相談時間：9：00～11：30（1人30分）

行政相談 第1木曜 9：00～12：00【予約不要】
公証人相談 第2水曜 10：00～12：00 【予約制・前日まで】 

司法書士の相続相談 第2木曜 13：00～16：00 【予約制・前日まで】 
司法書士相談 第3火曜 13：00～16：00 【予約制・前日まで】 

土地家屋調査士相談 第3火曜 13：00～16：00 【予約制・前日まで】 

行政書士相談
宅地建物取引士不動産相談 第４水曜 9:00～12:00【予約制・前日まで】

行政書士相談 第4木曜 14：00～16：00 【予約制・前日まで】 
市民相談 月～金曜 8：30～17：00 場所 市民相談室（市役所地下1階）☎︎ 24-1188 FAX 24-4102
司法書士の
成年後見相談

第1水曜 9：00～12：00 【予約制】
対象：市内在住65歳以上の人とその家族

場所 総合福祉会館　　☎ 22-8218 FAX 23-5079
問 福祉後見サポートセンター（社会福祉協議会）

女性弁護士による
女性法律相談

7/13㈯ 9：00～11：55（1人30分）【予約制】
※新規申し込みの人優先

対象 市内在住または在勤の女性　 定員 5人
問 地域コミュニティ課　 締切 6/25㈫必着

☎24-1413 FAX 24-1735 ccollabo@city.kuwana.lg.jp

国・県への要望、意見など

示談・慰謝料・損害賠償など

公正証書による遺言の作成、任意後見契約や
土地・建物の賃貸借、金銭貸借の契約書作成、
確定日付など
不動産登記全般(相続など)、 会社登記、多重債務、
簡易裁判所訴訟手続など
土地の境界・測量に関することなど

契約書の作成や相続、遺言、
空き家への対応に関することなど

土地家屋
調査士相談

司法書士相談

公証人相談

行政相談

弁護士の
交通事故相談

消
費

名 称 とき 詳 細

消費生活相談 月～金曜 10：00～12：00／13：00～15：00 場所 消費生活相談室（市役所本庁舎地下1階） ☎︎ 24-1334

宅地建物取引士
の不動産相談

土地、建物の売買・賃貸住宅の入居・退去
に関することなど

人
権

名 称 とき 詳 細

人権擁護委員
による人権相談

6/3㈪ 10：00～12：00、13:00～15：00

場所 長島地区市民センター ☎︎ 42-4117 FAX 42-0134
場所 人権センター（くわなメディアライヴ2階）☎︎ 27-6677 FAX 27-6678
場所 多度地区市民センター ☎︎ 49-2002 FAX 48-3979

火・木・金曜（祝日を除く） 9：00～16：00 場所 津地方法務局桑名支局 ☎︎ 32-5361 FAX 32-5362
人権相談 月～金曜（祝日を除く） 8：30～17：00 場所 人権センター、多度地区市民センター 、長島地区市民センター
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「フェアナビ」提供元
合同会社KANNON 山下 氏（左）

初期日本語指導教室「なかま」

問 スマートシティ推進課　☎ 24-1338　24-1435

くわなのWell-Beingの実現をめざして

イベント「くわなスタートアップサミット開国」の様子

「フェアナビ」提供元 合同会社KANNON 山下 氏（左）市HP

　今月のテーマは「スタートアップ」です。皆さん、スター
トアップとは何かご存じですか。簡単に言うと、新し
くできたばかりの会社のことです。
　桑名市では、このスタートアップの企業と力を合わ
せてさまざまな課題を解決し、市民の皆さんのWell-
Being「一人一人の幸せ」の実現につながるような取
り組みを進めていきたいと考えています。
　既に、いくつかプロジェクトが進んでいます。例えば、
年齢や障害などに関係なく、誰もが情報に対し平等
にアクセスできることをめざす、ウェブアクセシビリティ
に特化したスタートアップ、合同会社KANNONさん
と共創して、市のホームページを改革しました。 皆さ
ん、お気づきになりましたか。
　今回、市のホームページに同社が提供する「フェアナ
ビ」という機能を導入し、該当の症状のボタンをクリッ
クすると、それに対応したホームページを閲覧いただけ
るようになりました。例えば、老眼の人には文字が大き

く見えるように設定できたり、てんかんの人にはそのウェ
ブページが低彩度になり、動画が停止したりと、症状に
よってさまざまです。また、一度設定を行えば、ウェブペー
ジを離れても再度ページを訪れたときにその設定が戻
るという特徴もあります。市のホームページでこれが実
現したのもスタートアップとの共創があったからです。
　今は行政だけで地域の課題が解決できる時代ではあ
りません。これからスタートアップの企業などとともに、
新しい挑戦を行い、課題解決に向けて取り組んでいき
ます。皆さんのご理解をよろしくお願いします。

スタートアップスタートアップとの共創

●初期日本語指導教室「なかま」　
　市では、日本語指導が必要な児童生徒が増加しています。
また、市内全域に散在化しているという特徴があります。
　そのような子どもたちを対象に、市では令和２年度から、初
期日本語指導教室「なかま」を開設しています。初期的な日本
語指導や、日本の学校への適応支援を一定期間集中して行う
というものです。
　しかし、保護者による送迎が難しく、「なかま」への通室が叶
わないという現実がありました。そこで、すべての子どもたち
の学ぶ権利を保障するため、令和５年度から送迎が困難な児
童生徒を対象にタクシーによる巡回送迎を始めました。
　これからも誰もがいきいきと暮らせるまちをめざして、さら
に取り組んでいきます。

～外国人児童生徒教育の視点から～

初期日本語指導教室「なかま」の様子初期日本語指導教室「なかま」の様子

H26 H27 H30 R1 R2 R3 R4

問 人権教育課　☎ 24-1192　FAX 24-1358
R5 R6H28 H29

（人）

スマートフォンでAR動画の
QRコードを読み込んでから
写真にかざしてください。

AR動画
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